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10
キャンドルナイトの開催に向けて
今年 10 月７日、８日、14 日に行われるキャン
ドルナイトくらて IN 長谷観音に向けて竹灯籠づ
くりが進められています。９月 10 日には、実行
委員会の皆さんと一緒に、広報等で募集した一般
参加者がくらて学園駐車場で竹灯籠づくりに挑戦
しました。参加者の皆さんは「一本作り上げるだ
けでもこんなに大変だとは思わなかった」、「自分
の作品が飾られるのが楽しみ」と苦労や達成感を
味わいながら、真剣に作業に取り組んでいました。

（キャンドルナイトくらて IN 長谷観音のお知らせ
は４ページをご覧ください。）
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まちの話題 My Town Topics

吉
よ し も と

元  湊
みなと

くん
平成28年10月25日生まれ
湊くん１歳のお誕生日おめで
とう♡最近はできることも増
えて、いたずらもたくさん覚え
ました�これからもいっぱい
食べていっぱい遊んで大きく
なってね♪（父　和馬さん・母
真帆さん・永谷）

松
ま つ お

尾皆
か い せ い

星くん
平成27年10月27日生まれ
かいせい２歳の誕生日おめで
とう！ 好奇心旺盛でたまにハ
ラハラさせられるけど、このま
ま伸び伸びとニコニコ笑顔で
育ってほしいです�（父　裕也
さん・母　理恵さん・小牧）

花
は な だ

田  楓
かえで

ちゃん
平成28年10月21日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう�
１か月半での入院。不安で仕方
なかったよ…。でも今は、たく
さん笑って泣いてモリモリ食
べる目の前の楓にホッと癒さ
れてます！ これからもずっと
元気に誕生日が迎えられるこ
とを願ってます♡（父　幸一さ
ん・母　千恵さん・中山）

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行
月に誕生日を迎える満３歳までのちびっ
子を募集しています。11月生まれは、10
月10日（火）までに申し込んでください。

お待ちしています

申し込みはメールまたは持込みで
　申し込みの際は、➊顔写真のデータ
（持込みの場合はプリント写真も可）➋お
名前➌生年月日➍メッセージ（80文字
以内）➎保護者氏名➏住所➐連絡用の電
話番号を jouhou@town.kurate.lg.jpに
メールでお送りいただくか、役場政策推
進課（☎４２局２１１１番）までお持ち
ください。

　学習会や声の広報の録音（ボランティア）などの活動をさ
れている朗読サークル「こだまの会」。９月９日は、くらじの
郷で毎年恒例の朗読発表会を行い、日ごろの活動の成果を披
露しました。最初に、会場いっぱいに詰めかけた人たちと『平
家物語』祇園精舎を群読し、その後は『耳なし芳一のはなし』
や『羅生門』、佐藤愛子さん（小説家）の作品を朗読。心地よ
い声が会場全体を包み、来場者たちは安らかなひとときを過
ごすことができたようです。

耳を傾け朗読の世界へ
▶第 18 回「こだまの会」朗読発表会

　NPO 法人南陵塾が開催している通学合宿。これは小学生を対
象に行われている、１週間家を離れて、掃除、洗濯、炊事やその
ほかさまざまな体験学習に取り組むプログラムです。
　９月９日は、くらて学園内でだんご汁作りとそうめん流しが行
われました。そうめん流しに使う道具は、南陵塾の皆さんの力を
借りながら、子どもたちが竹を切ったり組み立てたりと一から作
り上げました。ただ楽しいだけではなく、想像力や自発性が養わ
れる貴重な体験となったのではないでしょうか。

1週間の大成長記
▶南陵塾主催の通学合宿でだんご汁作りとそうめん流し

　９月 18 日は敬老の日。この日を前後に町内でも各地区の公
民館等でさまざまな催しが行われました。町の最高齢者は 104
歳の女性で、100 歳以上の人が 24 人。平成 29 年８月末現在、
65 歳以上の人は、5,904 人で総人口の 36.1％を占めています。
今年度 100 歳を迎える人や鞍寿の里、やすらぎ園へは町長が訪
問し長寿をお祝いしました。写真は、岡田マスヱさん（八尋）
です。年齢を感じさせない若々しさで、町長と楽しそうに談笑
されていました。これからも元気で長生きをしてくださいね。

積み重ねた日々は１世紀
▶町内で敬老の日のお祝い
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　８月 27 日、夏休み最後の日曜日に中央公民館で行われた「子
どもフェスタくらて 2017」。町内の小学生からなる実行委員と、
子ども会連絡協議会から育った中学生や豊翔館、鞍手竜徳高校
ボランティア部の生徒たちが準備から当日の運営までを行いまし
た。当日は、カレー・焼きそば・かき氷・スイーツ販売や、うち
わ作り、おばけ屋敷、ビンゴ大会などたくさんの出店や催しがあり、
会場は多くの来場者で賑わっていました。子どもたちは夏休みの
最後に最高の思い出を作ることができたのではないでしょうか。

鞍手の夏の終わりといえば…
▶中央公民館で子どもフェスタくらて 2017

すくすく日記

吉
よ し だ

田結
こ こ ろ

愛ちゃん
平成27年10月８日生まれ
ココちゃん♡２歳のお誕生日
おめでとう♡今年の８月にお
姉ちゃんになって、妹のお世話
をしてくれます。これからも元
気いっぱい、姉妹仲良くして
ね。（父　一雅さん・母　愛里
さん・古門）

筒
つ つ い

井望
の あ

結ちゃん
平成28年10月11日生まれ
１歳の誕生日おめでとう♡毎
日たくさんの笑顔と元気をく
れてありがとう。これからも明
るく楽しく元気いっぱい過ご
してね♡（父　慎介さん・母　
美晴さん・室木）

10月生まれ

Happy birthday to you.

山
や ま だ

田ひなたちゃん
平成28年10月15日生まれ
いつもニコニコ笑顔のひなた
ん、１歳のお誕生日おめでとう
♡これからもひーちゃんとお
友達と仲良く元気いっぱい遊
んで大きくなってね�大好き
だよ♡（父　辰徳さん・母　智
美さん・長谷）

　今年５月から、新しい庁舎等の建設に向け、その指針と
なる基本的な考え方を整理するため開催されている鞍手町
庁舎等建設検討委員会。８月 31 日、第４回目となる委員会
が開かれ、候補地やスケジュール、規模機能、財源等につ
いて協議が行われました。議事の内容は以下のとおりです。
　なお、詳しい審議の内容は、今後もホームページ（http://
www.town.kurate.lg.jp/syoukai/tyousya/sintyousya.
html）や広報でお知らせしていきます。

庁舎等建設検討委員会進行中
▶第４回鞍手町庁舎等建設検討委員会が行われました

　今回、新たな庁舎等建設候補地の推進本部（行政）案と
して「文化体育総合施設内北側用地を活用した魅力ある拠
点の形成」が提案されました。新たな候補地案においては、
行政機能の集約化による「行政・防災・保健・福祉」の拠
点の形成、くらて病院の移転建設による「医療」の拠点の
形成、及び既存の文化体育総合施設による「生涯学習・歴
史文化・健康スポーツ・避難」の拠点が隣接し連携するこ
とで、新たな町の核となる魅力ある一大拠点の形成を図る
こととしており、この候補地で作業を進めていくことにつ
いて、検討委員会として確認が行われました。

●候補地の再検討について 　新庁舎等建設には概算で約 36.1 億円の事業費が見込まれ
ています。住民の皆さんの税金を使って建設されるもので
あり、１円たりとも無駄にはできません。できる限りコン
パクトな庁舎にするとともに、その時々の有利な財源を活
用していくことが必要となります。検討委員会では、現時
点での財源構成と償還の見込みが示されました。

●財源の検討について

　前回に引き続き規模機能の検討が行われ、次の４項目を
おおむねの規模機能の方針として作業を進めていくことに
ついて、検討委員会として確認が行われました。
① 防災センター機能（災害対策諸室）を導入すること 
② 総合福祉センターの最低限必要な機能を新庁舎及び中央公

民館に集約化すること（総合福祉センターは廃止）
③ 文化ホールは新設しないが、総合福祉センターの集約化に伴

い設置する「多目的ホール」を多用途に活用できるよう整備
すること

④ 新庁舎等建設の延床面積は 4,500㎡程度を基本とすること 

●規模機能の検討について

　16歳以上の1,000人の町民の方を対象に実施したアンケー
ト調査結果の報告が行われました。このアンケート調査結
果を参考に、少しでも多く意見を取り入れながら基本計画
案の作成を進めていくことになります。

●アンケート調査結果について

　現在、推進本部において基本計画案の作成作業を進めて
います。今回、提案された基本方針案を柱として作業を進め
ていくことについて、検討委員会として確認が行われました。

●基本方針について

　新たな候補地では、墓所の移転や文化財の調査などが必
要となりますが、有利な財源を活用するために平成 32 年度
末までの完成を変更することなくスケジュールの見直しが
提案されました。

●スケジュールの見直しについて
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鞍
手
町
ふ
れ
あ
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
実
行
委
員
会
で

は
、「
平
成
29
年
度

鞍
手
町
ふ
れ
あ
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
」
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
な
お
、

申
込
用
紙
は
、
Ｊ
Ａ
直
鞍
鞍
手

支
所
、
鞍
手
町
商
工
会
、
鞍
手
町
役
場
総
務

課
、
鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
Ｊ
Ａ
直
鞍

く
ら
て
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
２
階
）
に
置
い
て
い
ま

す
。

●
と
き　

12
月
３
日
（
日
）。
受
付
時
間
は
午
前
７
時
30

分
か
ら
９
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

ム
ー
ン
レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
鞍
手

コ
ー
ス

●
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
（
ハ

ン
デ
ィ
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
（
50
上
限
）
方
式
）

●
費
用　

▽
参
加
費
＝
３
千
円
▽
プ
レ
イ
費
＝
１
万

１
千
３
０
０
円
（
税
込
・
食
事
代
含
）

●
募
集
人
員　

１
２
０
人
（
４
人
１
組
で
30
組
予
定
）。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
（
１
人
で
の
参
加
も

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
合
組
に
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
）

●
申
込
方
法　

４
人
１
組
で
氏
名
、
生
年
月
日
（
代

表
者
は
住
所
と
連
絡
先
）
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

●
受
付
期
間　

10
月
２
日
（
月
）
か
ら
10
月
27
日
（
金
）

ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局
☎
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
４
２
局
５
３
２
８
番

ま
で

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
に
挑
戦
�

ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

●
鞍
手
町
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
す
幻
想
的
な
夜

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

●
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
く
ら
て
Ｉ
Ｎ
長
谷
観
音
実
行
委
員
会

公
民
館
ま
つ
り
と
鞍
手
美
術
展
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

●
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
鞍
手
美
術
協
会

■
第
28
回
公
民
館
ま
つ
り

中
央
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
、
自
治
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の

皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
と
努
力
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
展
示
の
発
表
会　

▽
と
き
＝
10
月
13
日
（
金
）
か
ら
15

日
（
日
）
ま
で
。
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
16
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）
▽
と
こ
ろ
＝
町
立
体
育

館
▽
内
容
＝
リ
フ
ォ
ー
ム
、
木
彫
、
陶
芸
、
表
装
、
書
道
、

押
し
花
、
絵
本
の
紹
介

●
演
技
の
発
表
会　

▽
と
き
＝
10
月
14
日
（
土
）
午
前
９
時

15
分
開
演
▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
第
１
研
修
室
▽
内
容

＝
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、
朗
読
、
太
極
拳
、
舞
踊
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、
尺
八
と
箏
の
合
奏
、
銭
太
鼓

●
茶
道
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会　

▽
と
き
＝
10
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館

ロ
ビ
ー

●
俳
句
サ
ー
ク
ル
の
公
開
句
会　

▽
と
き
＝
10
月
14
日
（
土
）

午
前
９
時
15
分
か
ら
▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

■
第
59
回
鞍
手
美
術
展

鞍
手
美
術
協
会
で
は
毎
年
恒
例
の
美
術
展
を
開
催
し
ま

す
。
力
作
、
自
信
作
が
目
白
押
し
で
す
。

●
と
き　

10
月
13
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
日
）
ま
で
。
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
15
日
は
午
後
３
時
ま

で
）

●
と
こ
ろ　

町
立
体
育
館

●
出
品
作
品　

書
道
、
絵
画
、
写
真
、
生
花
、
服
飾
手
芸
、

彫
刻
工
芸
、
陶
芸
、
小
・
中
学
生
の
作
品
な
ど

●
表
彰　

▽
賞
＝
特
別
賞
、
優
秀
賞
、
努
力
賞
な
ど
▽
表
彰

式
＝
10
月
15
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら

●
問
い
合
わ
せ　

公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
た

は
鞍
手
美
術
協
会
事
務
局
（
ど
ち
ら
も
中
央
公
民
館
内
）

☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

長
谷
観
音
に
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
行
い

ま
す
。
長
谷
寺
の
格
式
あ
る
風
情
や
灯
し
た
キ
ャ

ン
ド
ル
の
幻
想
的
な
世
界
を
体
感
し
、
ス
ロ
ー
な

夜
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
今
年
は
３
日
間
行
い
、

素
敵
な
ゲ
ス
ト
が
毎
回
登
場
し
ま
す
。

●
と
き　

10
月
７
日（
土
）、８
日
（
日
）、14
日
（
土
）

の
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

長
谷
寺
（
長
谷
５
５
２
番
地
）
周
辺

●
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
陵
塾
☎
４
２
局

６
５
７
１
番
ま
で
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Relay Essay

今
年
を
振
り
返
る
に
は
ま
だ
少
し
早
い

気
も
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
私
に
と
っ
て

今
年
を
表
す
言
葉
は
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
の

ほ
か
に
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
再
開
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
。

人
々
が
行
き
交
う
天
神
で
、
20
年
ぶ
り
に

再
会
し
た
声
楽
の
恩
師
。
懐
か
し
さ
と
嬉

だ「
自
分
を
見
つ
め
る
時
間
を
持
つ
こ
と
」

の
大
切
さ
。
そ
の
学
び
を
私
と
つ
な
が
り

の
あ
る
方
々
へ
伝
え
ら
れ
た
こ
と
。
観
客

と
し
て
伺
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
突
然
依
頼

さ
れ
た
絵
本
の
朗
読
。
初
見
で
読
み
進
め

て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
障
が
い
を
テ
ー
マ

に
し
た
本
だ
っ
た
こ
と
。

の
絵
本
は
、
出
会
う
べ
く
人
の
所
へ
必
ず

渡
っ
て
い
く
の
で
す
」と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
、

そ
の
絵
本
を
私
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

タ
イ
ミ
ン
グ
は
見
極
め
も
重
要
で
す

が
、
風
任
せ
で
や
っ
て
き
た
物
事
は
実
に

面
白
く
彩
り
豊
か
。

し
さ
の
あ
ま
り
、
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
号

泣
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
再
会
か

ら
始
動
・
出
会
い
・
学
び
・
広
が
り
・
サ
プ

ラ
イ
ズ
・
ご
縁
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
へ
！

思
い
続
け
て
い
た
習
い
事
を
始
め
た
こ

と
。
教
え
て
く
だ
さ
る
先
生
や
、
同
じ
ク

ラ
ス
の
方
々
と
の
出
会
い
。
そ
こ
で
学
ん

実
は
私
が
主
催
し
て
い
る
音
楽
教
室
に

は
、
健
常
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
生

徒
さ
ん
と
し
て
在
籍
し
て
い
ま
す
。
障
が

い
の
あ
る
方
々
と
接
す
る
私
が
、
偶
然
に

も
そ
の
絵
本
を
読
む
こ
と
に
な
っ
た
不
思

議
。朗

読
後
、イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
様
は「
こ

さ
て
、
今
日
は
ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が

や
っ
て
来
る
か
な
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
摩
な
つ
み
さ
ん
（
古
門
・
44
歳
）
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
行
實
嘉
奈
子
さ
ん
（
古
門
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、
陶芸、俳句、短歌など自慢の一
品は、ありませんか。「広報ぎゃ
らりー」では、紙面を彩るあな
たの作品をお待ちしています。
作品についての 100 字以内の
感想もお願いします。役場政策
推進課☎４２局２１１１番ま
で、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み 奈木野ツヤ子さん
（い牟田）

泉  照子さん
（くらじ短歌会）短歌

採り遅れたオクラの
実がとがって、まるで
魔女の指のようでし
た。暑い夏に涼しい風
を少しでも掴まんとす
るように感じました。

炭
鉱
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

●
歴
史
民
俗
博
物
館

段染め糸を使いか
ぎ針でベストを編ん
でみました。あじさい
の花のようなきれい
なベストができあが
りました。

鞍手町教育委員会では次のとおり「人権問題地区学
習会」を開催します。対象地区外の学習会にもご参加
いただけます。

● 問い合わせ　教育課生涯学習係（中央公民館内）
　☎４２局７２００番まで

④ 11 月 18 日（土）
午前 10 時～

鞍手中学校
体育館

▷演題＝うまれてきてくれて あり
がとう▷講師＝ mon さん（子育て
シンガー）

【対象地区】本村、立林、幸町、上新橋、中本町、本町、城ヶ崎、南区、
猪倉、今村、小牧、大池、新中山

① 10 月 28 日（土）
午前９時 30 分～

室木小学校
体育館

▷演題＝自分らしく生きる
▷講師＝金 妙穂さん（福岡朝鮮歌
舞団団長）

【対象地区】八尋神田、神田、室木

② 10 月 28 日（土）
午前 10 時～

古月小学校
体育館

▷演題＝うまれてきてくれて あり
がとう▷講師＝ mon さん（子育て
シンガー）

【対象地区】上木月、木月、古門、神崎、古門北区、倉坂

③ 11 月５日（日）
午前 10 時～

剣北小学校
体育館

▷演題＝難病がくれた宝物 ぼくは
今が一番幸せです
▷講師＝落水洋介さん

【対象地区】山ヶ崎、唐ヶ崎、昭和通り、東区、北区、西区、い牟田、
弥生、弥生促進

地区学習会のお知らせ

歴
史
民
俗
博
物
館
で
開
催

し
て
い
る
炭
坑
勉
強
会
。
第

１
回
（
５
月
27
日
）
は
18
人
、

第
２
回
（
７
月
29
日
）
に
は

26
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま

し
た
。
第
２
回
の
勉
強
会
で
は
、
元
炭
鉱
労
働

者
の
栗
田 

德
さ
ん
に
炭
坑
の
仕
組
み
だ
け
で

な
く
、
炭
坑
の
生
活
に
つ
い
て
思
い
出
話
も
含

め
な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
回
は
、
10
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
歴
史
民
俗
博
物
館
で
行
い
ま
す
。
初

め
て
の
人
に
は
前
回
の
資
料
も
配
布
し
ま
す

の
で
、
鞍
手
町
の
炭
坑
に
つ
い
て
知
り
た
い
人

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

  

長
き
爪
の
魔
女
の
五
本
の
指
た
た
せ

  

秋
つ
っ
か
け
る
や
オ
ク
ラ
の
実
群
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですINFORMATION

／ 10 月の休館日は、４日（水曜日）です／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）
／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

    一般の本

・ボクたちはみんな大人になれなかった（作＝燃え殻）
・水底は京の朝（作＝岩下悠子）
・明治・妖モダン（作＝畠中　恵）
・ やせる！健康になる！魔法のスムージー＆スープ
（枻出版社）

    子どもの本

・あたりかも（作＝きたじま　こうき）
・神隠しの教室（作＝山本悦子）
・ ちょっぴりおかしなどうぶつえん（作＝アリソン・

ジェイ）
・バスていよいしょ（作＝重松彌佐）

も
ぎ
り
よ

今
夜
も
有
難
う

　
作
＝
片
桐
は
い
り

み
ず
か
ら
の
出
自
を

問
わ
れ
た
ら
、「
映

画
館
の
出
身
で

す
！
」
と
胸
張
っ
て
答
え

た
い
と
、
か
た
く
な
に
思

っ
て
い
る
俳
優
・
片
桐
は

い
り
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
集

で
す
。
大
学
時
代
か
ら
映

画
館
で
ア
ル
バ
イ
ト
。
ま

だ
映
画
館
が
入
れ
替
え
な

し
で
見
ら
れ
、
銀
幕
の
ス

タ
ー
に
恋
い
焦
が
れ
た
時

代
の
“
も
ぎ
り
譲
”
の
懐

か
し
い
話
。「
キ
ネ
マ
旬

報
」
誌
上
に
連
載
さ
れ
た

も
の
に
加
筆
・
一
部
改
題

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
旅

と
映
画
館
を
愛
す
る
彼
女

な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い

思
い
の
詰
ま
っ
た
一
冊
で

あ
る
。

新
学
期
が
は
じ
ま

る
日
、
ト
リ
シ

ャ
は
わ
く
わ
く

し
て
い
た
。
ミ
シ
ガ
ン
の

学
校
に
一
年
間
だ
け
通
う

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
こ

れ
に
は
い
ろ
い
ろ
理
由
が

あ
っ
た
。
で
も
私
の
入
っ

た
ク
ラ
ス
は
「
が
ら
く
た

学
級
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

特
別
学
級
だ
っ
た
。
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
は
み
ん
な
個
性

的
す
ぎ
た
。
ト
リ
シ
ャ
は

悲
し
く
て
が
っ
か
り
し
た

が
、そ
こ
に
は
「
が
ら
く
た

に
は
す
ば
ら
し
い
可
能
性

が
あ
る
の
よ
！
」
と
生
徒

を
大
切
な
宝
物
だ
と
信
じ

て
く
れ
た
担
任
の
ピ
ー
タ

ー
ソ
ン
先
生
が
い
た
。
作

者
の
子
供
の
こ
ろ
の
思
い

出
を
も
と
に
し
た
も
の
で

『
あ
り
が
と
う
、
フ
ォ
ル
カ

ー
せ
ん
せ
い
』
に
は
担
任

の
先
生
と
識
字
障
害
を
乗

り
越
え
た
こ
と
を
描
い
て

い
る
。
あ
わ
せ
て
読
ん
で

み
て
欲
し
い
。

が
ら
く
た
学
級
の
奇
跡

　
作
＝
パ
ト
リ
シ
ア
・
ポ
ラ
ッ
コ

今月新しく入りました。 ※10月の新刊は、2日（月）からの貸出となります。

Book
図書室からのお知らせ

　10 月 13 日（金）、14 日（土）は公民館まつ
りのため、「こどものとしょしつ」を臨時休館と
させていただきます。

こどものとしょしつで、読書まつりを行います。
この日は絵本の読み聞かせのほか、ビンゴ大会など
も予定しています。ぜひ遊びに来てください。
● とき　10 月 22 日（日）午前 10 時から正午まで
● ところ　中央公民館１階「こどものとしょしつ」

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よこどものとしょしつ

臨時休館のお知らせ
図書室
読書まつり

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
金
子
美
代
子
さ
ん
で
す
。

広
が
る
本
だ
な
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ADVICEHealth
勝
木
健
文
さ
ん
・
か
つ
き
た
け
ふ
み
・
平
成
7
年
産
業
医
科
大
学
卒
業
後
、
門
司
労
災
病
院
、
北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
、
山
口
労
災
病
院
な
ど
を
経
て
、
現
在
は

産
業
医
科
大
学
病
院
消
化
器
・
内
分
泌
外
科
に
勤
務
。
水
曜
午
後
に
く
ら
て
病
院
乳
腺
外
来
に
勤
務
。
日
本
外
科
学
会
専
門
医
、
日
本
乳
癌
学
会
乳
腺
専
門
医
、
日
本

内
分
泌
・
甲
状
腺
外
科
専
門
医
、
検
診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
読
影
医
。

最
終
的
に
は
、
年
齢
や
月
経
状

況
、
病
期
（
ス
テ
ー
ジ
）、
が
ん
の

組
織
型
（
種
類
）、
が
ん
細
胞
の
グ

レ
ー
ド
（
顔
つ
き
）、脈
管
侵
襲
（
周

囲
の
血
管
や
リ
ン
パ
管
に
が
ん
細

胞
が
み
ら
れ
る
こ
と
）
等
も
考
慮
し

て
、
総
合
的
に
薬
物
療
法
を
選
択
し

ま
す
。

？
乳
が
ん
の
「
サ
ブ
タ
イ
プ
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
62
歳
・
女
性
）

乳
が
ん
は
、
が
ん
細
胞
が
持
つ
た
ん
ぱ
く
質
を
調
べ
る
こ
と
で
大
き
く
５
つ
の

サ
ブ
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
タ
イ
プ
に
基
づ
い
て
治
療
を
行
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

Dr. 勝木の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。

乳
が
ん
に
は
、
比
較
的
お
と
な
し

い
も
の
か
ら
悪
性
度
の
高
い
も
の

ま
で
性
質
の
異
な
る
様
々
な
タ
イ

プ
が
あ
り
、
再
発
の
リ
ス
ク
が
異
な

り
ま
す
。
手
術
前
や
手
術
後
に
行
わ

れ
る
病
理
検
査
で
、
が
ん
細
胞
が
持

つ
た
ん
ぱ
く
質
を
調
べ
、
ホ
ル
モ
ン

受
容
体
や
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
が
陽
性
か
陰

性
か
、
が
ん
細
胞
の
増
殖
能
が
高
い

か
低
い
か
に
よ
っ
て
、
下
記
の
表
に

示
す
よ
う
に
大
き
く
5
つ
の
「
サ
ブ

タ
イ
プ
」
に
分
類
し
ま
す
。

こ
の
タ
イ
プ
に
基
づ
い
て
、
ホ
ル

モ
ン
療
法
や
抗
が
ん
剤
療
法
、
抗
Ｈ

Ｅ
Ｒ
２
療
法
な
ど
の
薬
物
療
法
を

選
択
し
ま
す
。

ホ
ル
モ
ン
受
容
体
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
受
容
体
、
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
受
容

体
）
が
陽
性
の
場
合
、
そ
こ
に
女
性

ホ
ル
モ
ン
が
結
合
す
る
と
が
ん
細

胞
が
増
殖
し
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
療
法

は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
や
働
き

を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
殖
を

抑
え
る
治
療
法
で
す
。
一
般
に
ホ
ル

モ
ン
受
容
体
陽
性
の
乳
が
ん
は
お

と
な
し
い
も
の
が
多
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
Ｋ
ｉ
６
７
と
い
う
細
胞

増
殖
の
程
度
を
表
す
指
標
が
高
い

場
合
に
は
、
悪
性
度
が
高
く
な
り
ま

す
。Ｈ

Ｅ
Ｒ
２
と
は
細
胞
の
表
面
に

あ
る
た
ん
ぱ
く
質
で
、
が
ん
細
胞
の

増
殖
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｅ
Ｒ

２
陽
性
の
乳
が
ん
は
悪
性
度
が
高

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
抗
Ｈ
Ｅ
Ｒ

２
療
法
は
そ
の
働
き
を
妨
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
増
殖
を
抑
え
る
治
療

法
で
す
。

乳
が
ん
は
５
つ
の
タ
イ
プ
に

分
け
ら
れ
ま
す

サ
ブ
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
異
な
る

乳
が
ん
治
療
法

乳がんの
サブタイプ

ホルモン受容体陽性 ホルモン受容体
陰性増殖能が低い 増殖能が高い

HER2
陰性

ルミナルＡ
ホルモン療法のみ

ルミナルＢ・HER2陰
性
ホルモン療法＋抗
がん剤療法

トリプル・ネガティブ
抗がん剤療法のみ

HER2
陽性

ルミナルＢ・HER2陽性
ホルモン療法 ＋ 抗がん剤療法 ＋ 抗
HER2 療法

HER2タイプ
抗がん剤療法＋抗
HER2 療法
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

　10 月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者に
は事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など
区　分 期　日 対 象 児

４か月健診 10月12日㈭ 平成 29 年 5 月 25 日から
平成 29 年 6 月 14 日生まれ

７か月健診
10月26日㈭

平成 29 年 3 月 3 日から
平成 29 年 3 月 30 日生まれ

12 か月健診 平成 28 年 10 月 1 日から
平成 28 年 10 月 31 日生まれ

１歳半健診
10月 ５日㈭

平成 28 年 3 月 15 日から
平成 28 年 4 月 5 日生まれ

３歳健診 平成 26 年 9 月 15 日から
平成 26 年 10 月 5 日生まれ

乳幼児相談 10月10日㈫ 平成 29 年 7 月 15 日から
平成 29 年 8 月 11 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

乳幼児健診・相談

● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分まで。
必ず妊婦本人がお越しください

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）、個人番号

カードまたは個人番号通知カードと本人確認がで
きるもの（運転免許証等）

母子健康手帳の交付

高齢者インフルエンザ予防接種
10 月からインフルエンザの予防接種が始まりま

した。インフルエンザが本格的に流行する前の 10
月から 12 月中旬まで）に予防接種を受けましょう。
● 接種期間　平成 29 年 10 月１日から平成 30 年３

月 31 日まで
● 対象者　① 65 歳以上の人② 60 歳以上 65 歳未満

で身体障害者手帳１級程度の障がいを持つ人
● 接種費用　1,300 円。なお、上記の対象者で生活保

護世帯の人は無料（診療依頼書が必要）になります
● 接種できる医療機関　福岡県内の指定医療機関　

※事前に予約が必要です

食塩のとりすぎにご注意を
日本人の食塩摂取量の目標値は、1 日あたり男性８g

未満、女性７g 未満です。しかし現状では、男性 11g、
女性 9.2g ととりすぎています。（出典：厚生労働省「平
成 27 年国民健康・栄養調査」）

食塩をとりすぎる状態が続くと胃がんになりやすく、
また高血圧から動脈硬化につながり、脳卒中や心臓病、
腎不全などの大変な病気を引き起こしやすくなります。
これから気温が低くなると血圧は高くなりがちです。
今一度、食塩のとり方を見直し、減塩を心がけましょう。
減塩のポイント①めん類の汁は飲み干さない②調味料は「か
ける」ではなく「つける」③塩分の多いもの（味噌、佃煮、
塩辛、漬物など）は量を減らす④天然食品（こんぶ、かつお、
にぼしなど）でだしをとる⑤香辛料や酸味（レモン、かぼす、
すだちなど）を活かす⑥外食や市販のお惣菜、レトルト食品
はなるべく控える

秋の総合健（検）診のお知らせ
特定健診、各種がん検診を次のとおり行います。

生活習慣病予防のためにも年に 1 度は必ず健診を受
け、健康づくりに取り組みましょう。
● とき　11 月 19 日（日）、20 日（月）、21 日（火）。

受付時間は午前８時から 10 時 30 分まで
● ところ　総合福祉センター
● 申込方法　健診を希望する人は、申込書を送付しま

すので電話でご連絡ください。申込書には必要事項
を記入し、希望する健診日の１か月前までに返送し
てください

● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・
大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎ウィ
ルス）、結核検診、特定健診、基本健診

● 申し込み　総合福祉センターまで

いのちへの優しさとおもいやり
～10月は臓器移植普及推進月間です～

　臓器移植は病気や事故によって臓器（心臓や肝臓
など）が機能しなくなった人に、ほかの人の健康な
臓器を移植して、機能を回復させる医療です。移植
に用いられる臓器は、心臓、肺、肝臓、腎臓、膵臓、
小腸及び眼球（角膜）です。私たちは、臓器を提供
する、移植を受ける、どちらの立場にもなる可能性
があります。
　大切な家族と、「臓器提供」についてよく話し合っ
て、自分の意思をきちんと伝えておきましょう。
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PensionQUESTION ANSWER

免
除
さ
れ
た

保
険
料
を

追
納
す
る
と

年
金
額
を

増
や
せ
ま
す

保険料の免除（全額免除・一部免除・法定
免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受け
られた期間がある場合、保険料を全額納めた
人とくらべ老齢基礎年金の受取額が少なくな
ります。

将来受け取る年金を増額するために、免除
等の承認を受けた期間の保険料について 10 年
以内であればさかのぼって納付（追納）する
ことができ、追納した期間の保険料は「全額
納付」として算定されます。

ただし、免除の期間の翌年度から起算して
３年目以降の保険料を追納する場合には当時
の保険料に一定額が加算されます。また、既
に老齢基礎年金を受け取っている人は追納で
きません。

追納には申し込みが必要です。役場保険健
康課またはお近くの年金事務所（直方年金事
務所）へご相談ください。

60
歳
に
な
る
前
に

退
職
し
た
と
き
は

国
民
年
金
の

手
続
き
を

忘
れ
ず
に

日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満の人
は、国民年金に加入しなければなりません。

60 歳になる前に勤務先を退職したときは、
厚生年金から国民年金への変更の届出が必要
です。また、退職した人に扶養されていた 60
歳未満の配偶者も種別変更の届出が必要とな
ります。

届出をしないままでいると、年金額が少な
くなったり、万一の際に障害年金が受け取れ
ない場合がありますので、手続きはお早めに
お済ませください。

年金手帳、印かん、離職票または雇用保険
受給資格者証（ある人のみ）

年金手帳、印かん

国民年金の保険料は月額 16,490 円（平成
29 年度）です
※保険料の納付が困難な場合、保険料が免
　除になる制度があります。詳しくはお問
　い合わせください

●問い合わせ
　役場保険健康課国保年金係または直方年金事務所☎２２局０８９１番まで

●手続きに必要なもの

●手続きに必要なもの

●保険料額

国民年金からの
お知らせです

  年金の
そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番
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町
民
等
で
構
成
し
た
団
体

の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
行
う

事
業
（
町
の
イ
メ
ー
ジ
や
集

客
力
を
高
め
る
事
業
・
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
）

の
提
案
に
よ
る
芸
術
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
青
少
年
育
成
な

ど
の
公
益
性
の
高
い
事
業
や

活
動
で
、
鞍
手
町
の
社
会
的
、

地
域
的
な
課
題
の
解
決
や
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事

業
を
継
続
的
に
実
施
す
る
団

体
に
対
し
、
そ
の
事
業
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

鞍
手
の
魅
力
を
伝
え
る
取
組
を

応
援
し
ま
す
！

鞍
手
町
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
推
進
事
業
補
助
金

～
平
成
30
年
度
事
業
の
募
集
～

●
対
象
団
体
要
件

①
20
歳
以
上
の
構
成
員
10
人
以
上
で
組

織
さ
れ
、
か
つ
３
分
の
２
以
上
が
町

内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
あ
る
こ
と

②
営
利
を
目
的
と
し
た
団
体
で
な
い
こ
と

③
規
約
・
会
則
等
が
あ
り
、
会
員
等
の

名
簿
を
備
え
て
い
る
こ
と　

な
ど

●
対
象
事
業
（
1
団
体
１
事
業
ま
で
）

①
保
健
、
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増
進
を

図
る
事
業

②
伝
統
、
文
化
、
郷
土
芸
能
の
振
興
を

図
る
事
業

③
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
増
進
を
図
る
事
業

④
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
事
業

⑤
生
活
環
境
の
改
善
、
景
観
保
全
ま
た

は
自
然
環
境
保
全
を
図
る
事
業

⑥
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
事
業

⑦
町
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
振
興
を

図
る
事
業

⑧
個
性
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
構
築
す
る
た
め
の
事
業

※
平
成
30
年
度
の
補
助
事
業
の
公
募
の

た
め
、
町
に
お
い
て
次
年
度
の
予
算

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
場
合
に
の
み
行

う
も
の
と
な
り
ま
す
。

【
補
助
金
の
要
件
等
】

●
補
助
対
象
経
費

①
報
償
費
（
謝
金
）

②
旅
費
（
講
師
等
の
交
通
費
、宿
泊
費
）

③
消
耗
品
費
（
消
耗
品
の
購
入
）

④
印
刷
製
本
費
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ

ス
タ
ー
等
の
印
刷
代
）

⑤
燃
料
費
（
車
両
ま
た
は
機
械
の
燃
料

費
）

⑥
通
信
運
搬
費
（
郵
便
代
や
そ
の
他
の

経
費
）

⑦
保
険
料

⑧
材
料
費（
事
業
に
使
用
す
る
材
料
費
）

⑨
使
用
料
及
び
賃
借
料
（
車
両
ま
た
は

機
械
の
借
り
上
げ
料
も
し
く
は
、
会

場
使
用
料
等
）

※
事
業
の
実
施
年
度
に
お
い
て
、
町
及

び
他
の
公
的
機
関
か
ら
補
助
金
等
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
事
業
で
あ
る

こ
と

※
特
定
の
個
人
及
び
団
体
の
み
が
参
加

で
き
る
競
技
大
会
（
イ
ベ
ン
ト
）
は

対
象
外
で
す

●
対
象
期
間

▽
補
助
金
交
付
期
間
＝
平
成
29
年
度
か

ら
平
成
31
年
度
ま
で

▽
平
成
30
年
度
実
施
期
間
＝
平
成
30
年

４
月
１
日
（
日
）
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
（
日
）
ま
で
に
実
施
す
る
事

業
が
対
象
で
す

【
補
助
金
の
内
容
】

●
申
込
書
類　

鞍
手
町
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
等
推
進
事
業
補
助
金
交

付
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）、
実
施

計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
役
員
及
び

会
員
等
の
名
簿
、
団
体
の
規
約
・
会

則
の
写
し

●
申
込
締
切　

平
成
29
年
10
月
27
日

（
金
）

●
申
込
先　

鞍
手
町
役
場
政
策
推
進
課

政
策
係
（
〒
８
０
７

－

１
３
９
２　

鞍
手
町
大
字
中
山
３
７
０
５
番
地
）

●
申
込
方
法　

右
記
の
申
込
書
類
を
役

場
政
策
推
進
課
政
策
係
に
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提

出
書
類
の
様
式
は
役
場
政
策
推
進
課

政
策
係
で
配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す

●
審
査　

書
類
審
査
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
役
場
政
策
推

進
課
政
策
係
☎
４
２
局
２
１
１
１
番

ま
で

●
補
助
金
の
額
等

▽
初
年
度
＝
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の

４
以
内
の
額
（
上
限
20
万
円
）

※
２
年
目
以
降
の
補
助
対
象
経
費
に
は

変
動
が
あ
り
ま
す

【
申
込
方
法
等
】
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　鞍手町では、新婚世帯・子育て世帯の定住を応援する制度をスタートします。
　対象となるのは、平成 29 年 10 月１日以降に、鞍手町内の民間賃貸住宅にお住まいの新婚世帯・子育て世帯の人で、
家賃の一部（月額最高２万円）を最長 36 か月（３年間）最大で 72 万円補助します。

以下の①から④のすべてに該当すること
①申請時において夫婦の合計年齢が 75 歳未満の新婚
　夫婦（再婚でも対象となります）
②平成 29 年 10 月１日以降に婚姻届が受理された夫

婦（婚姻届が鞍手町以外の市町村で受理された場
合を含みます）

③鞍手町内に居住している夫婦（転入した人も含み
ます）

④婚姻の届出の日から６か月以内の申請であること

以下のすべてに該当すること
・鞍手町の住民基本台帳に記録されていること
・生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）の規定による住宅扶助、その他の公的制度による家賃補助等を受けてい 

ないこと
・世帯員全員が、町税等（各種使用料及び手数料並びに各種資金の返還金等を含む）の滞納をしていないこと
・家賃を滞納していないこと
・ 世帯員全員が、鞍手町暴力団等追放推進条例（平成 21 年鞍手町条例第 15 号）第２条第１項第４号及び第５号に

規定する暴力団員並びに暴力団関係者でないこと

鞍手町役場地域振興課まちづくり係☎ 0949-42-2111（内線 342）

○鞍手町内にある民間賃貸住宅
　（公営住宅、社宅や寮、３親等以内の親族が所有する賃貸住宅等は補助対象外）
○月額家賃が27,000 円以上
　（共益費、管理費、駐車場使用料等は含みません）

以下の①から④のすべてに該当すること
①平成 29 年 10 月１日以降に鞍手町に転入した人（注１）

②就学前のお子さんを扶養し同居している人（２親
　等以内）
③転入前の３年間が鞍手町外の住民であること
④転入日から６か月以内の申請であること

（注１）平成 29 年 10 月１日以前から鞍手町内に居住している人で
も、平成 29 年 10 月１日以降に生まれたお子さんを扶養し同居す
る場合は対象となります。この場合は、お子さんの出生日から６か
月以内の申請が必要で、③④の要件は不要です。

月額最高２万円、最長３年間分の家賃を補助します！
新婚世帯・子育て世帯家賃補助制度

　 今月からスタート�

新婚世帯家賃補助金

子育て世帯家賃補助金
対象世帯

対象住宅

共通要件

問い合わせ
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　猿は古来から馬を守る霊力を持つと考えられ、猿の遣い
手「猿

さるひき

曳」は千年も前から家々の厩
うまや

を祓
はら

い、猿舞をして、
当家の繁栄を祝う「祝言職」を担っていました。江戸時代
になると、呪術者としての活動の場を広げる一方、村々を
めぐる大道芸能者として高度な猿の芸を披露し、娯楽の少
なかった庶民に多くの楽しみと活力を与え続けてきました。
　このように長い歴史を持つ猿まわしの芸であれば、一朝一
夕で習得できるはずはなく、厳しい修行を通じて経験豊かな
親方から優れた弟子へと受け継がれてきたものと思われます。

　企画展では、戦後いったんはとだえてしまい、昭和 50
年代に山口県周防で復活した猿まわしの芸を現在に伝え、
ここ筑豊にこだわって活動を続ける筑豊大介氏の仕事を
紹介し、職業や社会的地位などによる差別の問題につい
て考えてみたいと思います。

筑豊大介（ちくほう だいすけ）プロフィール
/1956年山口県光市生まれ。生後100日目で両親とともに直方市へ移住
/1975年東京演劇アンサンブルに入団。のちに演出家竹内敏晴氏に師事
/1980年俳優から猿まわしに転身　/1982年元猿まわし五月三郎氏に師事
/1983年仲間と「猿舞座」を発足し全国巡演　/1988年故郷の筑豊に拠点
を移し現在も全国で活躍中

2017.10−12
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くらしの情報

今
月
の
納
税
（
10
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
３
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
５

期
分

納
期
限
は
10
月
25
日
（
水
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
10
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
４
期
分

納
期
限
は
10
月
25
日
（
水
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る

町
税
は
、
口
座
振
替

に
す
る
と
金
融
機
関

へ
行
く
手
間
が
い
ら

ず
、
納
め
忘
れ
も
な

く
て
安
心
で
す
。
毎
月
15
日

ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
翌

月
か
ら
口
座
振
替
が
で
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
町
内
の
金

融
機
関
や
役
場
税
務
住
民
課

に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、

福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

医
療
費
控
除
の
確
定
申
告

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告

か
ら
、
医
療
費
控
除
の
申
告

に
お
い
て
、
医
療
保
険
者
が
発

行
す
る
医
療
費
通
知
（
医
療

費
の
お
知
ら
せ
等
）
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

申
告
の
際
に
は
、
医
療
費
通

知
（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
等
）

を
添
付
し
、
そ
の
医
療
費
に

つ
い
て
実
際
に
支
払
っ
た
医

療
費
の
合
計
額
を
申
告
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
領

収
書
で
の
計
算
が
別
途
必
要

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
☎
２
２
局
０
８
８
０
番

ま
た
は
役
場
税
務
住
民
課

賦
課
係
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

10
月
10
日
（
火
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

10
月
25
日
（
水
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

ご
存
知
で
す
か

行
政
相
談
制
度

10
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で

の
１
週
間
は
、
行
政
相
談
週

間
で
す
。
行
政
相
談
委
員
は

総
務
大
臣
が
町
の
民
間
有
識

者
に
委
嘱
し
て
い
る
も
の
で
、

皆
さ
ん
の
行
政
に
関
す
る
困

り
ご
と
な
ど
の
要
望
や
苦
情

を
受
け
付
け
、
改
善
に
役
立

て
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
毎

月
、
く
ら
じ
の
郷
で
心
配
ご
と

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
鞍
手
町
の
行
政
相
談
委
員

有
田
勝
美
さ
ん
（
木
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策

推
進
課
政
策
係
ま
で

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被

害
者
の
早
期
救
済
を
目
的
に
、

面
接
・
電
話
に
よ
る
集
中
相
談

を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

10
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

飯
塚
市
民
事
暴

力
相
談
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚

市
役
所
１
階
）

●
相
談
電
話　

☎
（
０
９
４

８
）
２
２
局
３
８
８
３
番

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

８
９
３
８
番
ま
で

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

Calendar
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☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

相
談
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今
月
の
補
聴
器
相
談
日

10
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
10
月
６
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
10
月
12
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

10
月
19
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
あ
さ

ひ
補
聴
器
）
▽
と
き
＝
10

月
25
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補

聴
器
）

役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談　

▽
と
き
＝
10
月
５
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

10
月
24
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
10
月
26
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
を
行
い
ま
す

町
で
は
、
次
の
と
お
り
不

動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
の

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
土
地
・

建
物
の
価
格
、
土
地
の
有
効

利
用
な
ど
不
動
産
に
関
す
る

疑
問
や
お
悩
み
を
こ
の
機
会

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

10
月
13
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま

で
（
※
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
）

●
と
こ
ろ　

役
場
総
務
文
教

委
員
会
室

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
賦
課
係
ま
で

労
働
問
題
相
談
会

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
労

働
条
件
の
切
り
下
げ
、
い
じ

め
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
「
職
場

で
の
悩
み
」
を
気
軽
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
労
働
者

支
援
事
務
所
の
職
員
が
早
期

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
１
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷　

相
談
室
（
Ａ
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
筑

豊
労
働
者
支
援
事
務
所
☎

（
０
９
４
８
）
２
２
局
１
１

４
９
番
ま
で

町
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

町
で
は
、
六
反
田
団
地
改

良
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
町
営
住
宅
入
居
者
募

集
案
内
書
（
抽
選
方
式
）
は
、

役
場
建
設
課
建
築
係
で
配
布

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
書
配
布
期
間
及

び
申
込
受
付
期
間　

10
月

２
日（
月
）か
ら
20
日（
金
）

ま
で
。
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は

を
除
く
）

●
募
集
住
宅　

六
反
田
団
地

改
良
住
宅
（
大
字
新
延
１

６
０
７
番
地
１
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設

課
建
築
係
ま
で

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
次
の
と
お
り
、
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
内
配
布
・
申
込
期

限　

10
月
６
日
（
金
）。
時

間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
は
を
除
く
）

●
募
集
案
内
配
布
場
所　

福

岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊

管
理
事
務
所
直
方
出
張
所
、

役
場
建
設
課
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
管
理
課
☎
（
０
９
２
）

７
８
１
局
８
０
２
９
番
ま

で
農
地
の
出
し
手
、

受
け
手
を
募
集
し
ま
す

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通

じ
て
、
農
地
の
貸
借
を
行
い

ま
せ
ん
か
。
農
地
中
間
管
理

機
構
は
、
農
地
を
貸
し
た
い

出
し
手
か
ら
、
規
模
拡
大
な

ど
を
行
い
た
い
受
け
手
（
担

い
手
）
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
進
め
る
た
め
、
農

地
の
中
間
的
受
け
皿
と
な
る

組
織
で
す
。
ま
た
、
公
的
機

関
の
た
め
、
農
地
の
出
し
手

は
確
実
に
賃
料
が
振
り
込
ま

れ
て
安
心
で
す
。
申
込
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

11
月
30
日

（
木
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
水

田
農
業
振
興
課
☎
（
０
９

２
）
６
４
３
局
３
４
７
４

番
ま
た
は
役
場
農
政
環
境

課
農
業
振
興
係
ま
で

ふ
く
お
か
介
護
フ
ェ
ス
タ

観
覧
者
募
集

福
岡
県
介
護
福
祉
士
会
で

は
、
介
護
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ふ
く
お
か

くらしの情報

募
集

2017 くらて

元気まつり
今年の元気まつりは、“えがお満開”をテーマに元

気に楽しくなる企画が盛りだくさん。詳しい内容は、
ポスターや 10 月中旬に各世帯に配布されるチラシ
でご確認ください。

消防はしご車試乗体験 ダンスステージ
【CHEER DANCE TEAM RFC】

総合司会・漫才
【土居・上野】

パフォーマンス笑（ショー）
【風船芸人・松下笑一】

ヤバイ仮面ヒーローショーもあるぞ！

● とき　10 月 29 日（日）午前９時 30 分
から

● ところ　鞍手町文化体育総合施設内
● ふれあいゾーン　歯科コーナーや食進

会コーナー、親子で遊ぼうコーナーな
ど健康・医療・福祉をテーマに多数の
コーナーを開設します

● 問い合わせ　くらて元気まつり実行委
員会事務局（役場地域振興課）まで
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介
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
に
は
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
と
き　

10
月
29
日
（
日
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

パ
ピ
ヨ
ン
２
４

ガ
ス
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
博

多
区
）

●
内
容　

岡
野
雄
一
さ
ん（
漫

画
家
）
に
よ
る
講
演
、
介

護
技
術
の
競
技
な
ど

●
定
員　

５
０
０
人
（
申
込

先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

10
月
13
日

（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
介
護
福
祉
士
会

☎
（
０
９
２
）
４
７
４
局

７
０
１
５
番
ま
で

福
岡
県
沖
縄
地
域
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

先
の
大
戦
に
お
け
る
沖
縄

地
域
で
の
福
岡
県
出
身
の
戦

没
者
及
び
一
般
戦
災
死
没
者

を
追
悼
し
、平
和
を
祈
念
す
る

た
め
、次
の
と
お
り
慰
霊
巡
拝

を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

平
成
30
年
１
月
18

日
（
木
）、19
日
（
金
）（
※

追
悼
式
は
18
日
（
木
）
午

後
３
時
か
ら
４
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
の
慰
霊
の

塔
（
沖
縄
県
糸
満
市
）

●
方
式　

無
宗
教
献
花
方
式

●
参
加
資
格　

先
の
大
戦
に

お
け
る
沖
縄
地
域
で
の
福

岡
県
出
身
の
戦
没
者
及
び

一
般
戦
災
死
没
者
の
遺
族

（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄

弟
姉
妹
、
孫
及
び
甥
・
姪

で
、
福
岡
県
に
居
住
し
て

い
る
人
）

●
募
集
人
員　

20
人

●
申
込
期
限　

11
月
24
日

（
金
）
必
着

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
遺
族
連
合
会
☎（
０

９
２
）
７
６
１
局
０
０
１

２
番

あ
な
た
の
資
格

町
立
保
育
所
で

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
立
保
育
所
で
は
、
次
の

と
お
り
嘱
託
保
育
士
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
募
集
職
種（
採
用
予
定
人
員
）

嘱
託
保
育
士
（
４
人
）

●
必
要
資
格　

保
育
士
免
許

●
勤
務
地　

町
立
保
育
所

●
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で（
時

間
外
有（
月
平
均
11
時
間
））

●
休
日
等　

週
休
２
日
制（
交

替
で
土
曜
日
休
み
）

●
賃
金
等　

月
額
16
万
８
千

円
。
通
勤
手
当
有
。
賞
与

有
（
年
２
回
）。
健
康
保
険

加
入
。
雇
用
保
険
有

●
雇
用
期
間　

平
成
29
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
（
更
新
有
）

●
問
い
合
わ
せ　

申
込
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
役
場
福

祉
人
権
課
児
童
人
権
係
ま

で
未
来
を
創
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

学
校
給
食

共
同
調
理
場

の
パ
ー
ト
調

理
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
募
集
職
種
・
募
集
人
員　

パ
ー
ト
調
理
員
・
３
人

●
賃
金　

時
給
８
９
０
円（
１

日
６
時
間
勤
務
）

●
勤
務
日　

給
食
セ
ン
タ
ー

で
定
め
た
日
（
夏
・
冬
・

春
休
み
期
間
中
は
休
み
）

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食

共
同
調
理
場
☎
４
２
局
０
４

４
１
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟
（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
10
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

２
日
（
月
）、
９

日
（
月
・
祝
）、
15
日
（
日
）、

16
日
（
月
）、
23
日
（
月
）、

30
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
年
で
54
回
目
�

鞍
手
町
民
体
育
祭

今
年
も
町
民
体
育
祭
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き　

10
月
８
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

小
学
校
入
学
前
に

就
学
時
健
康
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い

町
で
は
次
の
と
お
り
小
学

校
に
入
学
予
定
の
児
童
を
対

象
に
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

対
象
児
童
の
保
護
者
に
は
別

途
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
必
ず
内
容
を
確
認
し

て
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
仕
事
の
都
合
な
ど

に
よ
り
指
定
の
日
時
に
受
診

で
き
な
い
場
合
は
早
め
に
教

育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
対
象
者　

平
成
30
年
４
月

に
町
内
小
学
校
に
入
学
予

定
の
児
童

●
と
き　

▽
剣
北
小
校
区
＝

10
月
17
日
（
火
）
▽
剣
南

小
校
区
＝
11
月
７
日
（
火
）

▽
室
木
小
校
区
＝
11
月
15

日
（
水
）
▽
新
延
小
校
区

＝
11
月
21
日
（
火
）
▽
古

月
小
・
西
川
小
校
区
＝
11

月
22
日
（
水
）。
受
付
は
午

後
１
時
15
分
か
ら
１
時
25

分
ま
で
（
※
健
診
に
は
保

護
者
等
が
付
き
添
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
体
調
が

悪
い
場
合
な
ど
は
受
診
を

控
え
、
教
育
委
員
会
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
）

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
必
要
な
も
の　

母
子
手
帳
、

調
査
票
（
健
康
状
態
な
ど

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
教

育
委
員
会
☎
４
２
局
７
２

０
２
番
ま
で

僕
た
ち
、
私
た
ち
の

心
の
声
を
聴
い
て
く
だ
さ
い

鞍
手
町
教
育

委
員
会
で
は
、

次
の
と
お
り

「
第
32
回
少
年

の
主
張
大
会
」
を
行
い
ま
す
。

町
内
の
小
・
中
学
生
の
代
表

15
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

か
ら
得
た
喜
び
や
悩
み
、
そ

し
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

と
な
ど
を
主
張
し
ま
す
。
青

少
年
の
心
の
声
を
聴
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

11
月
３
日（
金
・
祝
）

午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

くらしの情報

お
知

ら
せ

2017 秋のよくばり祭
県道 29 号で結ばれる直方市・

鞍手町・宗像市の２市１町は、
地域振興及び沿線地域の活性化
に向けた連携事業を実施してい
ます。

食べて・見て・参加して、子どもから大人まで楽しめる
遊び心満載のまつり！むなかた牛・ふるの牛・レンガステー
キが食べ比べできる串の他にも、宗像の山海の食材を味わ
え、様々な企画が楽しめる『よくばりな祭り』です。
● とき　10 月 22 日（日）午前９時から午後３時まで
● ところ　正助ふるさと村（宗像市武丸１９９番地）
● 問い合わせ　正助ふるさと村☎（０９４０）３５局１１

００番まで

詳しくは、正助ふるさと村ホームページ（http://
www.syosukemura.com）をご覧ください。
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自
慢
の
特
産
品
や

グ
ル
メ
が
大
集
結
�

ふ
く
お
か
町
村
フ
ェ
ア

福
岡
県
町
村
会
で
は
、
次

の
と
お
り
第
10
回
ふ
く
お
か

町
村
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
す
。

県
内
各
町
村
の
自
慢
の
特
産

品
・
グ
ル
メ
・
加
工
品
が
大

集
合
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
伝
統

芸
能
等
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

町
村
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
14
日
（
土
）
午

前
10
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
、
15
日
（
日
）
午

前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

天
神
中
央
公
園

「
ふ
く
お
か
交
流
お
祭
り
ひ

ろ
ば
」（
福
岡
市
中
央
区
天

神
１
丁
目
１
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
町

村
会
総
務
課
☎
（
０
９
２
）

６
５
１
局
１
１
２
１
番
ま
で

家
族
介
護
教
室
を

開
催
し
ま
す

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み

と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
で
次
の
と
お
り
家
族
介

護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
介

護
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み

（
小
牧
１
９
６
９
番
地
）　

▽
と
き
＝
10
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
▽

テ
ー
マ
＝
認
知
症
▽
参
加

人
数
＝
20
人
程
度
▽
問
い

合
わ
せ
＝
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ご
み
☎
４
３
局
１
７

５
３
番
ま
で

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
（
木
月
１
８
２
６
番
地

１
）　

▽
と
き
＝
10
月
28
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

▽
と
こ
ろ
＝
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
地

域
交
流
室
▽
テ
ー
マ
＝
明
日

か
ら
で
き
る
！
元
気
に
な

れ
る
食
事
の
ヒ
ン
ト
▽
問
い

合
わ
せ
＝
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
☎
４
２

局
６
８
８
３
番
ま
で

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

負
担
上
限
額
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
す

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
29
年
11
月
に
支
払

わ
れ
る
高
額
介
護
（
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
（
平
成
29
年
８

月
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
）
の
算
定

か
ら
、
同
一
世
帯
内
の
ど
な
た

か
が
市
町
村
民
税
を
課
税
さ

れ
て
い
る
人
の
利
用
者
負
担

上
限
月
額
が
、
３
万
７
千
２

０
０
円
か
ら
４
万
４
千
４
０

０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
長
期
に
渡
り
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
人
に
配
慮
し
、
65
歳

以
上
の
人
す
べ
て
の
利
用
者

負
担
割
合
が
１
割
の
世
帯
は
、

44
万
６
千
４
０
０
円
（
３
万

７
千
２
０
０
円
×
12
月
）
の

年
間
上
限
額
が
設
け
ら
れ
ま

す
（
３
年
間
の
時
限
措
置
）。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

町
内
事
業
者
の
皆
さ
ん

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

起
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
・
開
設

す
る
場
合
や
既
に
開
設
し
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
を
拡
充
し
た
り
す
る
町
内

事
業
者
に
対
し
て
、
次
の
と

お
り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

新
規
出
店
、
２
店
目
以
降
の

出
店
等
を
検
討
し
て
い
る
事

業
者
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

町
内
に
本
店
を
有

し
、
実
在
す
る
店
舗
で
１

年
以
上
の
営
業
実
績
が
あ

り
、
町
税
等
を
滞
納
し
て

い
な
い
等
の
条
件
を
満
た

す
事
業
者
の
う
ち
、
次
の

い
ず
れ
か
の
事
業
を
行
う

も
の
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
新
た
に
出
店
・

開
設
す
る
場
合
②
既
に

開
設
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
に
対
応
す
る
更
新
を

行
う
場
合
③
既
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
出

店
・
開
設
し
て
い
る
事
業

者
で
、
２
店
目
以
降
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

出
店
・
開
設
す
る
場
合

●
対
象
経
費　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
、開
設
、

更
新
に
か
か
る
経
費
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
に
係
る
経
費

●
補
助
金
額　

対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限
10

万
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域

振
興
課
地
域
振
興
係
ま
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
た
皆
さ
ん

受
取
は
済
ん
で
い
ま
す
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ

ー
ド
と
は
別
に
、
任
意
の
申

請
に
よ
り
交
付
を
受
け
ら
れ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
カ
ー
ド
。
町
で
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
た
人
に
、
カ
ー
ド
が
役
場

に
届
い
た
こ
と
を
お
知
ら
せ

す
る
「
交
付
通
知
書
」
を
お

送
り
し
、
電
話
に
よ
る
予
約

制
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
交
付
し
て
い
ま
す
。「
交
付

通
知
書
」
が
届
い
て
い
て
、

ま
だ
役
場
で
の
受
取
が
で
き

て
い
な
い
人
は
、
住
民
係
に

受
け
取
り
予
約
の
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
交
付

通
知
書
」
を
紛
失
し
た
場
合

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
住
民
係
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
の

お
子
さ
ん
の
進
学
を

応
援
し
ま
す
�

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家

庭
の
父
ま
た
は
寡
婦
が
扶
養

し
て
い
る
子
ど
も
の
進
学
に

必
要
な
資
金
の
貸
付
を
行
い

ま
す
。

●
貸
付
対
象
者　

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
が
対

象
で
す
。
①
母
子
家
庭
の

母
、
父
子
家
庭
の
父
で
20
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
人
②
母
子
家
庭
の
母
、

父
子
家
庭
の
父
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
児
童
③
か
つ
て

母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ
た

人
（
寡
婦
）
④
寡
婦
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
子
⑤
配
偶

者
と
死
別
ま
た
は
離
別
し

た
40
歳
以
上
の
配
偶
者
の

い
な
い
女
性
で
、
母
子
家
庭

の
母
及
び
寡
婦
以
外
の
人

●
貸
付
金
の
種
類　

▽
修
学

資
金
＝
高
校
、高
専
、短
大
、

大
学
ま
た
は
専
修
学
校
に

修
学
す
る
た
め
に
必
要
な

資
金
。
貸
付
限
度
額
は
学

校
種
別
等
に
よ
っ
て
決
ま

くらしの情報

昭和 60 年 10 月 1 日に浄化槽法が施行さ
れたことを記念して、10 月 1 日が浄化槽の
日とされました。

浄化槽は、トイレや台所などの汚水を処
理する方法の一つです。浄化槽の仕組みは、
汚水を微生物の力を借りて有機物を分解処
理してきれいになった上澄みの水を塩素消
毒して放流します。浄化槽の維持管理は、
保守点検、清掃、法定検査を定期的に実施
することが浄化槽法によって義務付けられ
ています。性能を発揮するために適正な維
持管理をお願いします。

町では、公共下水道事業計画区域以外の
地域の住宅に合併処理浄化槽を設置する場
合に、人槽に応じた補助制度があります。

（※販売目的の住宅は対象外です）

● 問い合わせ　役場上下水道課下水道係まで

人槽区分 限度額（新築） 限度額（改築）
５人槽 332,000 円 382,000 円
６人槽 373,000 円 423,000 円
７人槽 414,000 円 464,000 円
８人槽 458,000 円 508,000 円

９～ 10 人槽 548,000 円 598,000 円
11 ～ 50 人槽 743,000 円 743,000 円
51 人槽以上 補助対象外 補助対象外

10月１日は浄化槽の日です
合併処理浄化槽設置の補助制度について
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り
ま
す
（
例
国
立
大
学
に

自
宅
通
学
の
場
合
…
６
万

７
千
５
０
０
円
）
▽
就
学

支
度
資
金
＝
小
学
、
中
学
、

高
校
、
高
専
、
短
大
、
大
学
、

専
修
学
校
ま
た
は
就
業
施

設
へ
入
学
入
所
さ
せ
る
に

際
し
て
必
要
な
資
金
。
貸

付
限
度
額
は
学
校
種
別
等

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
（
例

国
立
大
学
に
自
宅
通
学
の

場
合
…
37
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

嘉
穂
・
鞍

手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

☎
２
２
局
５
６
９
２
番
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
の
変
更
に
つ
い
て

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
に
指
定
し
て
い
る
２

社
に
つ
い
て
住
所
や
電
話
番

号
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

水
道
工
事
は
町
が
指
定
し
た

工
事
事
業
者
し
か
で
き
ま
せ

ん
。

●
事
業
廃
止　

有
限
会
社
赤

間
住
設

●
社
名
変
更
（
変
更
前
）　

株

式
会
社
大
弥
（
株
式
会
社

大
弥
水
道
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
庶
務
係
ま
で

筑
豊
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム

筑
豊
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
は
次
の

と
お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

や
薬
物
依
存
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
な
ど
の
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ

ン
（
依
存
症
）
に
つ
い
て
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
26
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

イ
イ
ヅ
カ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費　

２
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

筑
豊
ア
デ

ィ
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
☎
（
０
９
０
）
１
９
７

９
局
６
２
７
３
番
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
案
内

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
自
衛
官
候

補
生
及
び
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

▽
自
衛
官
候
補

生
＝
11
月
25
日
（
土
）
▽

高
等
工
科
学
校
生
徒
＝
平

成
30
年
１
月
20
日
（
土
）

●
受
験
資
格　

▽
自
衛
官
候

補
生
＝
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人
▽
高
等
工
科
学
校

生
徒
＝
15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子

●
申
込
期
限　

平
成
30
年
１

月
９
日
（
火
）（
※
自
衛
官

候
補
生
の
申
込
期
限
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

試
験
会
場

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
自

衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所
☎

（
０
９
４
８
）
２
２
局
４
８

４
７
番
ま
で

第
５
回
北
部
九
州
圏

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

福
岡
県
や
北
九
州
市
等
が

主
体
と
な
り
、
10
月
か
ら
12
月

に
か
け
て「
人
の
一
日
の
動
き
」

に
つ
い
て
の
交
通
実
態
（
パ
ー

ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
）
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
今
後
の
交
通
計
画

や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど

を
考
え
る
た
め
、
選
ば
れ
た
約

28
万
６
千
世
帯
へ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
都

市
計
画
課
☎
（
０
９
２
）
６

４
３
局
３
７
１
２
番
ま
で

くらしの情報

10
月
29
日
の

日
曜
日
は

秋
の
清
掃
デ
ー

10 月 29 日（日）は、秋の「清掃デー」です。
私たちの住む鞍手町から不法に捨てられた
ゴミを一掃するために、皆さんご協力くだ
さい
● 回収方法　衛生連合会から各地区に配

布されるゴミ袋で回収してください
● 回収したゴミの処理　空き缶・空き瓶

などは泉水最終処分場に、可燃物は、
くらじクリーンセンター（宮若市）に、
午前８時 30 分から 10 時 30 分の間に運
んでください

● お願い　「清掃デー」は、ポイ捨てされ
たゴミを拾うための運動です。絶対に
家庭のゴミは出さないようにしてくだ
さい。また、配布されたゴミ袋は「清
掃デー」だけに使用してください

● 問い合わせ　役場農政環境課生活環境
係まで

まもなく申請期限。
定住促進奨励金の
手続きはお早めに�

町では、平成 25 年度から町内に住宅を取
得して定住する人に、定住促進奨励金を 10
年間交付する事業を行っています。平成 29
年度の申請期限は次のとおりです。対象と
なる場合は忘れずに申請してください。な
お、交付には要件があります。詳しいこと
はお問い合わせください。
● 申請期限　10 月 31 日（火）。時間は午前

８時 30 分から午後５時 15 分まで（土・日・
祝日は除く）。ただし木曜日は午後７時ま
で

● 申請書類　①交付申請書②個人情報の取
扱いに関する同意書兼宣誓書③交付申請
チェックリスト④登記事項証明書⑤住宅
の平面図（※２年目以降の申請書類は①
②のみとなります）

● 申請書類の配布　申請書類①②③は、役
場地域振興課で配布するほか、町ホーム
ページからダウンロードすることもでき
ます。④⑤は申請者が準備してください

● 申請先・問い合わせ　役場地域振興課ま
ちづくり係まで

申請期限は 10 月 31 日（火）
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国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

22
年
10
月
２
日
か
ら
11
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

10
月
25
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
国
保
年
金
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

交
通
事
故
な
ど
で

け
が
を
し
た
と
き
は

必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
け
が

を
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
役
場
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
ま

ま
診
療
を
受
け
よ
う
と
し
た

場
合
、「
国
保
が
使
え
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
11
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
17
年
11
月
１
日

か
ら
11
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
10
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

　

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【８月中】 【累　計】
件 数 8 件（＋ 4） 件 数 260 件（＋10）

死 者 00人（±10） 死 者 220人（±10）

傷 者 18 人（＋13） 傷 者 78 人（＋ 9）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【８月中】 【累 計】

刑法犯総数 79 件（－18） 刑法犯総数 639 件（－ 90）

車上ねらい 1 件（± 0） 車上ねらい 32 件（＋ 13）

自転車盗難 10 件（－12） 自転車盗難 67 件（－ 33）

空き巣 6 件（－ 4） 空き巣 59 件（－ 4）

生活安全課からのお知らせ

　 休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

●10月９日（月・祝）梅谷外科医院（中本町）
☎４２局３３７７番

休日在宅医

（かっこ内は前年比）

● とき　10月11日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談
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介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

11
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
27
年
11
月
２
日
か
ら
12

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

10
月
25
日

（
水
）、
26
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん
、

取
り
に
来
る
人
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

鞍
手
町
成
人
式

平
成
29
年
度
の
成
人
式
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当

す
る
人
に
は
12
月
初
旬
に
往
復

は
が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
。
町

内
の
中
学
校
を
卒
業
後
に
町

外
に
転
出
し
て
い
る
人
で
、
鞍

手
町
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望

す
る
人
は
教
育
課
生
涯
学
習

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
９
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

●
と
き　

平
成
30
年
１
月
７

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

健
康
21
世
紀
福
岡
県
大
会

県
で
は
次
の
と
お
り
、
県

民
の
自
主
的
健
康
づ
く
り
の

推
進
と
生
活
習
慣
病
対
策
の

普
及
啓
発
の
た
め
、
健
康
21

世
紀
福
岡
県
大
会
～
ワ
ク
ワ

ク
！ 

び
っ
く
り
！ 

家
族
み

ん
な
で
健
康
発
見
！
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セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！
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あ
な
た
の
お
ウ
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は

大
丈
夫
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水
道
メ
ー
タ
ー
が

盗
ま
れ
て
い
ま
す
�

蛇口から水が出なくなったらすぐに確認を�

町内の空家において、各家庭等に設置し
ている水道メーターや外水栓の蛇口などの盗
難被害が発生しています。今後、空家に限ら
ず同様の被害が発生するおそれがありますの
で、ご注意ください。水道メーターの盗難に
あうと、家庭の蛇口から水が出なくなります。
蛇口から急に水が出なくなった場合は、家庭
の敷地内にある水道メーターボックス（※１）
内をご確認ください。もし、水道メーター（※２）
がなくなっていた場合は、上下水道課までご
連絡ください。
※１：水道メーターボックスは、プラスチック製の
　ほかに、コンクリート製、鉄製のものもあります
※２：水道メーターの色は、地域によって異なり
　ます
● 問い合わせ　上下水道課上水道工務係まで

水道メーター

有料道路通行料金の
障がい者割引制度を
ご存じですか

「身体障がい者が自ら運転する場合」また
は「重度の障がい者もしくは重度の知的障
害者が同乗し、障がい者本人以外の人が運
転する場合」に有料道路の通行料金が割引
になる制度があります。
● 事前登録手続き　障がい者割引を受けるに

は役場での事前登録が必要です。申請に必
要なものは次のとおりです。

　①障がい者本人の身体障害者手帳または療
　育手帳

　②登録する自動車の自動車車検証（割引の
　対象となる自動車には条件があります）
③ ETC カード（障がい者本人名義のもの）
④ ETC 車載器の管理番号が確認できる書
　類（ETC 車載器セットアップ申込書等）

※③④は ETC 利用での割引の場合のみ必要
　です

※未成年の重度障がい者の場合、親権者の名
義のカードでも対象となることがあります

● 問い合わせ　西日本高速道路株式会社☎
（０１２０）９２４局８６３番または役場福
祉人権課福祉係まで

事前登録・更新申請をお忘れなく
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● 町の人口・８月の人の動き

平成 29 年 10 月号  No.694

・人口　16,348 人
・男性　 7,762 人
・女性　 8,586 人
・世帯数  7,528 世帯

（平成 29 年８月 31 日現在）

・出生  9 人
・死亡  24 人
・転入  31 人
・転出    35 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

10月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木 １歳半、３歳健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、14ページ参照）

6 金 補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）

7 土 キャンドルナイトくらてＩＮ長谷観音　７日、８日、14日（長谷
寺周辺：18時～21時、４ページ参照）

８ 日
博物館企画展開催（12月３日まで、歴史民俗博物館：９時～17時、
12ページ参照）
第54回鞍手町民体育祭（町民グラウンド：９時～、15ページ参照）

９ 月 体育の日　町立保育所合同運動会（町民グラウンド：９時～）

10 火 乳幼児相談（福祉センター、８ページ参照）
無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、13ページ参照）

11 水

12 木 ４か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、14ページ参照）

13 金
第28回公民館まつり　13日～15日（中央公民館：４ページ参照）
第59回鞍手美術展　13日～15日（町立体育館：４ページ参照）
不動産鑑定士による無料相談会（役場：13時～16時、14ページ参照）

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木 補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）

20 金

21 土

22 日 図書室読書まつり（中央公民館：10時～、６ページ参照）

23 月

24 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、14ページ参照）

25 水

町県民税（第３期分）国民健康保険税（第５期分）、
後期高齢者医療保険（第４期分）納期限（13ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、13ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～、18ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、19ページ参照）

26 木
７か月、12か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、14ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、19ページ参照）

27 金

28 土 人権問題地区学習会（室木小学校・古月小学校、５ページ参照）

29 日
2017くらて元気まつり（文化体育総合施設内：９時30分～、14ペー
ジ参照）
秋の清掃デー（17ページ参照）

30 月

31 火

【サバのピリ辛炒め】　１人当たりの栄養価　268kcal

　

【トマトとしらすの青じその和え物】　１人当たりの栄養価　44kcal

テーマ
「認知症を予防する�」

■材料（４人分）
サバ（４切れ）、塩（ひとつまみ）、玉ねぎ（120g）、ピー
マン（60g）、エリンギ（80g）、片栗粉（適宜）、サラダ油（大
さじ２）、ごま油（適宜）、【合わせ調味料…コチュジャン（大
さじ 1.5）、しょうゆ（大さじ 1.5）、みりん（大さじ 1.5）、
酒（大さじ 1.5）、おろし生姜（小さじ２）】

■材料（４人分）
トマト（300g）、しらす干し（30g）、青じそ（５枚）、オリー
ブ油（小さじ２）、ポン酢しょうゆ（小さじ２）

■作り方
① サバは 2 切れぐらいに切り、軽く塩をふっておく。【　】

内の材料を混ぜて、合わせ調味料を作っておく。
② 玉ねぎは１cm のスライス、ピーマンは種を取って乱切り、

エリンギは２等分にして、縦に７mm ほどスライスする。
③ ①のサバに片栗粉をまぶし、サラダ油で焼く。焼けたら

１度取り出す。
④ 同じフライパンで、玉ねぎ、エリンギ

を順に炒め、サバを戻し入れる。合
わせ調味料を加え炒め、ピーマンを
加える。仕上げにごま油を香りづけ
にたらす。

■作り方
① トマトは６等分のくし形切りにし、

さらに一口大に切る。
② 青じそはせん切りにする。
③ ボウルにすべての材料を入れてさっ

くりと和える。

認知症を予防する
食事・栄養では脳血管障害の原因となる動脈硬化を
防ぐために血圧とコレステロールを抑えることが大事
です。薄味でバランスよく、全般的に野菜を多めにと
りましょう。

野菜や果物に多く含まれるビタミンＣ・ビタミンＥ・
β - カロテンには抗酸化作用があり
認知症の予防に役立つといわれてい
ます。また、青背魚に含まれている
ＤＨＡやＥＰＡは脳の神経伝達や血
行を促進します。


